
実
現
に
向
け
、
そ
の
施
策
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
総
合
計
画
と
行
財
政
改
革
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
市
の
限
り

な
い
発
展
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
に
つ

な
が
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
な
ど
の
国
政
を
注
視

　

国
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
長
期
化
す
る
円

高
や
デ
フ
レ
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口

や
労
働
力
の
減
少
、
東
日
本
大
震
災
と
原

発
事
故
を
契
機
と
し
た
深
刻
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
制
約
や
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
て
き
ま

し
た
。

　

政
府
は
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
脱
却
し

　

２
月
２８
日
に
開
か
れ
た
本
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
可
知
市
長
は
本

年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
こ
と
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
市
政
を
進
め
て

い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

明
る
く
元
気
な
ま
ち
に

成
長
戦
略
で
、
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
か
ら

の
脱
却
と
雇
用
や
所
得
の
拡
大
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
対
策
で
は
、
地
方
が
引
き
続

き
安
定
的
に
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
方
交
付
税
な
ど
を
含
む
一

般
財
源
総
額
を
平
成
２４
年
度
と
同
程
度
の

水
準
を
確
保
す
る
よ
う
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

限
り
な
い
発
展
と
市
民
の
幸
せ
を

　

基
礎
自
治
体
の
多
く
は
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
や
過
疎
化
の
進
行
、
地
域
経
済

の
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
少
な
ど
、
重
要

な
課
題
と
増
大
す
る
行
政
需
要
へ
の
対
応

に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
は
、

年
々
一
様
で
は
な
く
な
り
、
地
方
分
権
化

に
併
せ
て
、
課
題
解
決
に
は
基
礎
自
治
体

自
ら
が
考
え
、
判
断
し
、
対
応
す
る
仕
組

み
づ
く
り
と
、
限
り
の
あ
る
税
収
な
ど
を

効
果
的
に
施
策
に
投
入
す
る
必
要
性
が
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
本
市
の
将
来
的
目
標

「
人
・
地
域
・
自
然
が
調
和
し
た
交
流
都
市
」

　

日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対

策
で
は
、
①
復
興
・
防
災
対
策
、
②
成
長

に
よ
る
富
の
創
出
、
③
暮
ら
し
の
安
心
・

地
域
活
性
化
の
３
分
野
を
重
点
施
策
に
置

き
、
再
生
戦
略
を
進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
市
で
も
、
平
成
２４
年
度
補
正
予
算
で
、

国
の
経
済
対
策
を
活
用
し
た
関
連
事
業
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

特
に
重
要
な
本
市
の
課
題
と
し
て
は
、

経
済
」
を
取
り
戻
す
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
む
た
め
「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊

急
経
済
対
策
」
を
策
定
。
金
融
政
策
や
財

政
政
策
と
と
も
に
民
間
投
資
を
喚
起
す
る

日
本
経
済
を
大
胆
に
再
生
さ
せ
る
た
め
、

大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
に
見
え
る
形
で

前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
成
長
と
富
の

創
出
の
好
循
環
」
へ
と
転
換
し
、「
強
い

急
激
な
少
子
高
齢
化
対
策
や
南
海
ト
ラ
フ

連
動
地
震
に
備
え
る
事
前
防
災
・
減
災
対

策
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
交
流
人

口
拡
大
策
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
上
で
は
、
財
政
面
か
ら
国
の
政
策
動
向

を
注
視
し
、
手
落
ち
が
な
い
よ
う
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

明
日
に
向
け
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出

 　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
不
況
の
影
響
か

ら
法
人
市
民
税
が
前
年
比
８
・
８
㌫
減
、

評
価
替
え
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
が

同
比
５
・
６
㌫
と
な
る
な
ど
、
平
成
２４
年

度
の
税
収
は
、
前
年
度
比
２
・
９
㌫
減
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
２３
年
度

決
算
で
の
経
常
収
支
比
率
は
、
８１
・
９
㌫
、

交
付
税
や
市
債
な
ど
の
依
存
財
源
比
率
が

６４
・
５
㌫
と
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に

あ
り
、
自
己
財
源
の
減
少
と
将
来
負
担
の

増
加
に
よ
る
財
政
の
硬
直
化
の
懸
念
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
２５
年
度
の
予
算

で
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進
と
総
合
計
画

の
着
実
な
実
施
と
と
も
に
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
に
代
表
さ
れ
る
明
日
の
本
市
に
向

け
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
、
安
心
で
夢
と

希
望
の
あ
る
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

私
は
、本
市
を「
明
る
く
元
気
な
ま
ち
」、

そ
し
て
ぎ
ふ
清
流
国
体
で
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
温
か
い
も
て
な
し
の
心
で
歓

迎
す
る
素
晴
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
い
た
だ

い
た
よ
う
に
「
温
か
い
も
て
な
し
の
心
を

生
か
し
た
ま
ち
」
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
意
見
は
、

で
き
る
限
り
諸
施
策
に
反
映
し
、
市
民
か

ら
は
「
恵
那
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、

市
外
の
方
々
か
ら
は
「
恵
那
市
に
住
み
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
市
民
の
幸
せ

の
た
め
に
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、
全

力
で
諸
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

総
合
計
画
と
行
革
を
推
進

特集　本年度のまちづくり

施政方針

▲市議会定例会で施政方針を述べる可知市長

▲まちのにぎわいを創出（写真は、いわむら城下町のひなまつり・恵那岩村まちなか市で、
にぎわう岩村本通り）

▲

温
か
い
も
て
な
し
の
心
を
生
か
し
た
ま
ち
を

（
写
真
は
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
で
の
お
も
て
な
し
）
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自主財源

(34.1％
）

89億5,667万
円依
存
財
源
(65.9％)173億4,333万

円

義務的経費(44.2％
)116億

2,911万円

その他経費
(41.6％

)109億
2,595万円 投資的経費   （14.2%）37億4,494万円

使用料及び手数料（１.６％）
４億１,４６９万円

諸収入など（３.６％）
９億５,３９７万円

繰越金（１.９％）５億円

市税（２５.７％）
６７億５,６９５万円

市債（１３.３％）
３４億９,９９０万円

譲与税など（４.１％）
１０億８,６６０万円

地方交付税（３４.９％）
９１億８,０００万円

県支出金（６.６％）
１７億３,００３万円

国庫支出金（７.０％）
１８億４,６８０万円

民生費（２５.４％）
６６億７,２５０万円

公債費（１６.０％）
４２億２,０００万円

総務費（１６.４％）
４３億１,８７０万円衛生費（１２.７％）

３３億４,１３０万円

土木費（７.８％）
２０億４,４５０万円

教育費（１０.０％）
２６億４,３６０万円

農林水産業費（４.７％）
１２億３,４６０万円

消防費（３.９％）
１０億１,４１０万円

商工費（２.０％）
５億１,７４０万円

議会費（０.８％）
２億１,２５０万円

労働費（０.２％）
５,０８０万円
予備費（０.１％）
３,０００万円

人件費（１７.３％）
４５億５,０９４万円

扶助費（１０.９％）
２８億５,８１７万円

公債費（１６.０％）
４２億２,０００万円

普通建設費（１４.２％）
３７億４,４９４万円

物件費
（１７.９％）
４７億０,５８４万円

補助費等（８.１％）
２１億２,９２７万円

繰出金（１１.６％）
３０億３,６６９万円

その他（４.０％）
１０億５,４１５万円

市
全
体
で
は
約
９
億
３
千
万
円
の
増

　

予
算
規
模
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

一
般
会
計
で
１
億
８
０
０
０
万
円
（
０
・

７
㌫
）
の
減
額
、
特
別
会
計
で
７
億
１
０

０
１
万
円
（
４
・
９
㌫
）の
増
額
、
企
業
会

計
で
は
３
億
９
７
０
２
万
円
（
５
・
７
㌫
）

の
増
額
と
な
り
、
全
会
計
の
合
計
で
は
、

９
億
２
７
０
３
万
円
（
１
・
９
㌫
）
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
昨
年
度
、
一
般
会
計
で
は
、
国

の
経
済
対
策
な
ど
で
、
本
年
度
以
降
に
予

定
し
て
い
た
事
業
の
一
部
の
７
億
７
３
１

３
万
円
を
前
倒
し
し
て
予
算
化
。
こ
れ
を

含
め
る
と
、
前
年
度
対
比
で
は
実
質
２
・

２
㌫
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

市
税
は
前
年
度
比
０
・
８
％
の
減
に

  

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
景
気
低
迷
の

影
響
に
よ
っ
て
、
個
人
市
民
税
が
前
年
対

比
５
・
４
㌫
の
減
、
固
定
資
産
税
が
１
・
１

㌫
の
増
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
税
全
体
で

は
、
５
７
１
２
万
円
（
０
・
８
㌫
）
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策

で
、
昨
年
と
同
程
度
の
地
方
財
源
が
確
保

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
本
市
の
市
税
収
入

の
減
少
や
公
債
費
の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
普
通
交
付
税
に
１
億
２
０
０
０
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
使
う
合
併
特
例
債
は
、

１９
億
９
１
２
０
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
市
役

所
庁
舎
の
整
備
で
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

集
約
し
て
、
利
便
性
と
耐
震
に
優
れ
た
庁

舎
新
館
の
本
体
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
ま

た
明
智
振
興
事
務
所
も
新
し
く
改
築
し
ま

す
。

　

定
住
対
策
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
よ
る
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、移
住
定
住
者
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
、（
仮
称
）

長
島
こ
ど
も
園
建
設
に
向
け
、
園
舎
の
設

計
費
を
計
上
し
、
幼
保
一
元
化
を
推
進
し

ま
す
。

恵
那
病
院
再
整
備
の
敷
地
を
造
成
　

　

特
別
会
計
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
で
は
、
保
険
給
付
費
の
上
昇

に
よ
る
財
源
不
足
に
対
し
、
国
民
健
康
保

険
給
付
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
っ
て

も
な
お
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
平
均
１２
・

８
㌫
の
保
険
料
の
値
上
げ
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

で
は
、
岩
村
町
や
山
岡
町
、
明
智
町
の
簡

易
水
道
再
編
事
業
や
上
矢
作
町
で
水
道
区

域
の
拡
張
工
事
を
行
う
た
め
、
増
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
で
は
、
奥
戸
と
岩
村
の
２
処
理
区
の
水

処
理
施
設
の
増
設
を
行
い
ま
す
。

  

企
業
会
計
は
、
病
院
事
業
会
計
で
、
恵

那
病
院
再
整
備
の
た
め
の
敷
地
造
成
第
１

期
工
事
に
着
手
し
、
新
病
院
建
設
の
実
施

設
計
の
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

明
日
の
ま
ち
づ
く
り
経
費
を
計
上

　

歳
出
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
核

と
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定
や

ア
ク
セ
ス
道
路
検
討
経
費
、
地
域
の
魅
力

を
磨
き
上
げ
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
元
気

な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
助
成
事
業
な

ど
、
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
観
光
地「
え
な
」

を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
、
併
せ
て
恵
那

峡
再
整
備
に
取
り
組
む
た
め
の
計
画
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

防
災
関
連
事
業
で
は
、
引
き
続
き
防
災

備
蓄
倉
庫
の
設
置
を
進
め
る
他
、
小
中
学

校
受
水
槽
緊
急
遮
断
弁
設
置
事
業
や
土
砂

一般会計歳入一般会計歳出

特集　本年度のまちづくり

本年度予算

会　計 予算額 増減率

一 般 会 計 ２６３億円 △０.７％

特 別 会 計 １５１億１,１４０万円 ４.９％

国民健康保険事業特別会計 ５６億8,２３０万円 ０.０％

介護保険特別会計 ５３億０,９２０万円 ４.９％

簡易水道事業特別会計 １５億３,３２０万円 ３７.５％

農業集落排水事業特別会計 ２億７,７６０万円 △４.５％

駐車場事業特別会計 ２,７１０万円 △１０.９％

公共下水道事業特別会計 １６億５,２３０万円 ４.０％

遠山財産区特別会計 ４０万円 △９２.７％

上財産区特別会計 １００万円 △１６.０％

後期高齢者医療特別会計 ６億２,８３０万円 ０.４％

企 業 会 計 ７４億２,３２２万円 ５.７％

水道事業会計
収益的収支 ８億６,５１０万円 ２.７％

資本的収支 ２億４,１５０万円 １.１％

病院事業会計
収益的収支 ３９億７,１００万円 △０.８％

資本的収支 ６億２,４６０万円 １５１.７％

介護老人保健
施設事業会計

収益的収支 ５億０,８２０万円 ０.９％

資本的収支 ３,５２０万円 △９.７％

国民健康保険診
療所事業会計

収益的収支 ６億７,５８０万円 ０.４％

資本的収支 ５,６７０万円 ４７.３％

介護老人福祉
施設事業会計

収益的収支 ４億２,４３０万円 １.３％

資本的収支 ２,０８２万円 △３.２％

予 算 総 額 ４８８億３,４６２万円 １.９％

平成２５年度会計別予算額

一般会計２６３億円
前年度より０.７％減額
　平成２５年度の市の予算が決まりました。長く続いた景気低迷の影響で依

然厳しい財政状況ではありますが、総合計画と行財政改革を着実に前進さ

せ、「人・地域・自然が調和した交流都市」の実現に向け取り組みます。また、

まちのにぎわいの創出と明るく元気なまちづくりを進める予算としました。
□問い合わせ　財務課財政係志２６-２１１１（内線３５２）

歳　入目的別性質別

分担金及び負担金（１.３％）
３億３,１０６万円

▼

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
順
次
整
備
（
写
真
は
飯
地
町
）
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自
主
財
源
は
３４
％
、
依
存
財
源
は
６６
％

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
・
手
数
料
や
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は

３４
・
１
㌫
、
地
方
交
付
税
や

地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

は
６５
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
収
入
は
、
市
民
税
で
は
景
気
の
低

迷
に
よ
り
減
額
、
前
年
比
５
・
４
㌫
の
減

額
と
な
る
見
込
み
で
す
。固
定
資
産
税
は
、

宅
地
化
や
家
屋
の
新
築
分
な
ど
で
前
年
比

１
・
１
㌫
の
増
額
で
す
が
、
市
税
全
体
で

は
、
０
・
８
㌫
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
普
通
交
付
税
は
、
税
収
の
減
や
公
債

費
の
増
な
ど
か
ら
１
・
３
㌫
の
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
減
額
や
、
経
済
対
策
で
前
年
度

へ
事
業
を
前
倒
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、４
・

４
㌫
の
減
少
。
県
支
出
金
は
、
ぎ
ふ
清
流

国
体
や
恵
那
山
荘
管
理
委
託
の
終
了
で

４
・
１
㌫
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
市
債
は
、前
年
比
８
０
５
０
万
円
（
２
・

４
㌫
）
増
の
３４
億
９
９
９
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
後
年
度
に
交
付
税
措
置

称
）
長
島
こ
ど
も
園
の
園
舎
設
計
に
着
手

し
ま
す
。
ま
た
保
険
給
付
費
の
上
昇
で
国

民
健
康
保
険
費
や
介
護
保
険
費
が
増
額
し

て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
し

て
利
便
性
に
配
慮
し
た
市
役
所
新
館
の
建

設
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
山
岡
町
と

串
原
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
再
整
備
し
て

市
内
の
通
信
規
格
の
統
一
を
図
り
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
し
尿
投
入
施
設
建
設
事

業
や
恵
那
病
院
の
再
整
備
事
業
へ
の
出
資

な
ど
が
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
小
中
学
校
の
受
水
槽
緊
急

遮
断
弁
工
事
、
飯
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
の
他
、
正

家
廃
寺
跡
の
公
有
地
化
な
ど
を
進
め
ま

す
。
な
お
歳
出
総
額
２
６
３
億
円
は
、
市

民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
４８
万
４
２

４
８
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
人
件
費
が
８
千
万
円
の
減

　

義
務
的
経
費
で
は
、
定
員
適
正
化
計
画

で
人
件
費
が
減
少
し
、
８
２
７
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
児
童
手

当
給
付
費
が
減
少
し
、
福
祉
医
療
費
や
生

活
保
護
費
な
ど
は
、
前
年
並
み
の
給
付
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
庁
舎
新
館
建
設
事

業
や
、
し
尿
投
入
施
設
建
設
事
業
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
、
市
道

の
改
良
事
業
な
ど
を
計
上
し
、
前
年
よ
り

３
億
８
０
０
０
万
円
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま

す
。
緊
急
経
済
対
策
で
、
山
岡
町
ま
ち
づ

く
り
事
業
や
市
道
、
林
道
の
改
良
事
業
、

小
中
学
校
の
整
備
な
ど
の
一
部
を
前
年
度

に
前
倒
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め

る
と
、
３
億
９
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
増
額

と
な
り
ま
す
。

　

親
子
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整
備

し
、
子
ど
も
を
地
域
で
守
り
、
育
て
る
た

め
の
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
地
域
に
よ
る
子
育
て
支
援
施
策
を

推
進
し
ま
す
。
現
行
の
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
に
基
づ
く
次
世
代
育
成
支
援

後
期
行
動
計
画
が
、
平
成
２６
年
度
に
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
と
な
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定

に
着
手
し
ま
す
。
幼
稚
園
と
保
育
園
に
外

国
人
英
語
教
師
や
図
書
館
司
書
を
派
遣
し

て
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
ど
も
園
の
新
設
に
着
手
し
、
幼
保

一
元
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

保
健
指
導
で
は
、
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

を
推
進
。
年
齢
に
応
じ
て
心
電
図
検
査
を

実
施
し
、
心
臓
病
や
高
血
圧
症
の
予
防
に

取
り
組
み
ま
す
。

  

市
立
恵
那
病
院
の
再
整
備
で
は
、
平
成

２８
年
度
の
開
院
を
目
指
し
て
、
新
病
院
建

設
の
設
計
の
実
施
と
敷
地
造
成
１
期
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

　

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
本
年
度
が

最
終
年
。
山
岡
町
で
は
、
山
岡
駅
前
の
再

整
備
や
原
地
区
の
道
路
改
良
、
明
智
町
で

は
、
大
正
村
広
場
周
辺
の
整
備
や
ま
ち
並

み
景
観
の
整
備
な
ど
新
た
な
ま
ち
の
魅
力

の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

大
規
模
災
害
対
策
で
は
、
引
き
続
き
防

災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
を
行
い
、
本
年
度
は

１０
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
県
が
指
定

し
た
土
砂
災
害
等
警
戒
区
域
で
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
市
内
５
地
区
で
作
成
し
、
防

災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

  

移
住
・
定
住
対
策
で
は
、
恵
那
暮
ら
し

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
や
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
力
隊

事
業
な
ど
を
実
施
し
、
移
住
定
住
者
の
支

援
と
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
で
は
、
平
成
２８
年
度
の
統
合

に
向
け
、
岩
村
町
や
山
岡
町
、
明
智
町
で

の
再
編
整
備
や
上
矢
作
町
の
水
道
未
普
及

地
区
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
二

つ
の
下
水
道
処
理
場
で
、
水
処
理
設
備
を

増
設
し
、
安
定
し
た
生
活
排
水
の
処
理
向

上
に
努
め
ま
す
。

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

２８
年
度
の
開
院
目
指
し
恵
那
病
院
を
整
備

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

山
岡
町
と
明
智
町
で
ま
ち
の
魅
力
を
創
出

※平成２５年１月１日現在の住民基本台帳と外国人登録

の人口、５４,３１１人で計算しています

市民１人当たりの額（年間）の
あ
る
過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利

な
起
債
を
活
用
し
、
将
来
の
負
担
が
重
く

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

目
的
別
で
は
民
生
費
が
全
体
の

２５
％                                                            

　

一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

と
、
民
生
費
が
２５
・
４
㌫
を
占
め
、
続
い

て
総
務
費
が
１６
・
４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
老
朽
化
し
た
中
野
方
保

育
園
の
新
築
や
幼
保
一
元
化
に
向
け
、（
仮

特集　本年度のまちづくり

本年度予算主な事業

使われる金額 納める市税の額

民生費

１２２,８５７円

固定資産税

６１,６６９円

総務費

７９,５１８円

市民税

４６,９６５円

公債費

７７,７０１円

市たばこ税

７,６０６円

衛生費

６１,５２２円

都市計画税

５,０４５円

教育費

４８,６７５円

軽自動車税

２,３２１円

その他
９３,９７５円

その他
８０６円

合計
４８４,２４８円

合計
１２４,４１２円

▲老朽化した中野方保育園を整備▲特産の寒天を生かせるよう山岡駅前を再整備

▼市立恵那病院再整備事業のイメージ図
こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

明智町・山岡町地域まちづくり事業 ２億６,５００万円

岩村簡易水道・山岡簡易水道・明智簡易水道統合事業 ５億７,０００万円

上矢作簡易水道未普及地域解消事業 １億８,９００万円

防災備蓄倉庫整備事業・土砂災害ハザードマップ整備 １,５００万円

公共下水道奥戸処理区建設事業 ２億４,０００万円

特定環境保全公共下水道岩村処理区建設事業 １億５,７００万円

合併浄化槽設置補助事業 ９,４００万円

住宅用太陽光発電システム設置補助事業 ２,４００万円

ヘリポート整備事業 ３００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

児童手当給付事業 １０億０,７００万円

子ども福祉医療費助成事業 ２億２,１００万円

妊産婦健康診査、母子健康指導、乳幼児健診事業 ６,７００万円

放課後児童対策事業、放課後児童クラブ施設整備事業 ４,９００万円

中野方保育園の改築 ８,２００万円

（仮称）長島こども園建設事業 ２,５００万円

特定健康診査・特定保健指導事業 ４,８００万円

予防接種事業 １億４,７００万円

市立恵那病院再整備事業 ４億３,２００万円
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「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
の
基
本
理

念
を
実
践
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
市
民

大
学
講
座
を
一
新
し
「
恵
那
三
学
塾
」
と

し
て
、
幅
広
い
分
野
を
年
間
通
じ
て
学
べ

る
総
合
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
中
央

図
書
館
や
地
区
公
民
館
の
図
書
の
購
入
や

学
校
を
巡
回
す
る
司
書
を
配
置
し
、
図
書

室
の
運
営
や
読
書
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

  

学
校
教
育
で
は
、
不
登
校
や
い
じ
め
対

策
と
し
て
、
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
を
実

施
し
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、標
準
学
力
調
査
を
実
施
し
て
、

生
徒
理
解
と
学
力
分
析
を
深
め
、
質
の
高

い
指
導
を
行
い
ま
す
。

  

老
朽
化
し
た
中
野
方
小
学
校
プ
ー
ル
の

改
築
や
東
野
小
学
校
大
規
模
改
造
、
災
害

時
に
備
え
た
学
校
施
設
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。（
平
成
２４
年
度
前
倒
し
事
業
）

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
安
全

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

　

国
史
跡
正
家
廃
寺
跡
の
保
存
整
備
の
た

め
の
公
有
地
化
は
、本
年
度
中
に
完
了
し
、

整
備
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
組
織

な
ど
が
自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
て
、
明
る
く
元

気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
拠
点
施
設
整
備
の
助
成

金
に
加
え
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活
用
し

て
、
地
域
資
源
の
活
用
や
交
流
人
口
の
拡

大
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
事
業
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

す
。

　

１３
の
地
域
自
治
区
で
展
開
さ
れ
て
い
る

地
域
づ
く
り
事
業
は
、
引
き
続
き
地
域
の

発
展
、活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
、

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
と
の
連
携

を
深
め
、
市
民
活
動
推
進
助
成
事
業
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

前
年
度
に
解
体
し
た
市
役
所
第
２
庁
舎

の
庁
舎
機
能
を
見
直
し
て
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
を
集
約
し
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
た

新
庁
舎
と
し
て
建
設
に
着
手
し
、
平
成
２６

年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
耐
震

性
に
乏
し
い
明
智
振
興
事
務
所
庁
舎
も
再

整
備
し
、
大
正
村
の
景
観
に
配
慮
し
た
新

庁
舎
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

恵
那
の
魅
力
を
内
外
へ
発
信
し
、
観
光

の
活
性
化
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、

に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
恵
那
峡
の
再
整
備
に
着
手

し
、
観
光
客
の
招
致
を
推
進
し
ま
す
。

  

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
市
の
個
性
を

発
揮
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め

「
恵
那
ブ
ラ
ン
ド
」
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
山
岡
細
寒
天
や
恵
那
栗
の

販
売
促
進
を
は
じ
め
、
新
し
い
特
産
品
の

開
発
と
普
及
宣
伝
を
進
め
ま
す
。

  

中
野
方
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

を
活
用
し
た
恵
那
栗
園
の
整
備
は
、
４
年

目
と
な
り
、
県
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
と
共
に
総
面
積
２０
㌶
の
栗
園
造
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

  

イ
ノ
シ
シ
や
猿
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
産

物
被
害
対
策
事
業
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
の
駆
除
活
動
を
促
進
し
、
電
気
牧
柵

の
設
置
補
助
や
捕
獲
檻お

り

の
貸
与
、
狩
猟
者

の
支
援
・
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
は
、
残
り
１
区
画

の
立
地
に
向
け
た
企
業
誘
致
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
に
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
は
、
こ
と
し
の
秋
に
ル
ー
ト
や

駅
の
位
置
が
公
表
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

こ
れ
に
対
応
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を

核
と
し
た
新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
を

展
望
し
、
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
周
辺
地
区
の
調
査
や
ア
ク
セ
ス
道
路
、

中
央
道
恵
那
峡
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
検
討
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

  

市
道
の
改
良
で
は
、
東
野
地
区
の
市
道

袖
畑
笠
作
線
改
良
で
、
下
橋
戸
橋
の
架
け

替
え
を
行
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ
連

絡
す
る
市
道
平
山
線
は
、
年
度
内
の
開
通

を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
他
、
生
活
道
路
の

整
備
や
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
、
交
通
安

全
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

こ
れ
ま
で
旧
町
村
の
通
信
網
で
運
営
し

て
き
た
山
岡
町
、
串
原
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
は
、
通
信
規
格
を
改
修
し
、
市
内
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
一
を
図
り
ま
す
。

  
ま
た
地
籍
調
査
事
業
は
、
継
続
地
区
に

新
た
に
５
地
区
を
加
え
、
本
年
度
は
３
・

６
４
平
方
㌔
で
事
業
を
進
め
ま
す
。

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

幅
広
い
分
野
が
学
べ
る
市
民
三
学
塾
を
開
校

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

市
民
の
利
便
性
を
高
め
た
新
庁
舎
を
建
設

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

リ
ニ
ア
を
見
据
え
た
基
本
構
想
を
策
定

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

恵
那
峡
を
再
整
備
し
観
光
客
を
招
致

※ハイパーＱＵテスト＝生徒の意欲や満足度、 対人関係の力などを尺度にして、生徒の多面的情報を得るもの

※

特集　本年度のまちづくり

主な事業

▲恵那峡を魅力ある観光地に再整備

▼建設中の山梨リニア実験線（山梨県）▼生涯学習の核となるコミュニティセンターにエレベーターを設置

▲本庁舎の隣に新館を併設し窓口サービスを集約

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

学校教育情報化推進事業 ３,３００万円

東野小学校校舎大規模改造事業 １億６,８００万円

中野方小学校プール改築事業 １億２,８００万円

学校施設非構造部材耐震化事業 ７,９００万円

三学のまち推進事業 ５００万円

地区コミュニティセンター改修事業・バリアフリー推進事業 ２,９００万円

市中央図書館読書活動推進事業 ２,１００万円

岩村城下まちなみ保存事業 ７,０００万円

正家廃寺跡保存整備事業 ４,０００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

地域づくり推進（基金活用）事業 ４,１００万円

地域振興基金活用の積み立て ３億１,２００万円

地域の元気活力総合支援事業 ５,５００万円

ＮＰＯ支援・育成事業 ６００万円

まちづくり市民協会支援 ３００万円

放送運営事業 ８００万円

国際化に対応できる人づくり・まちづくり事業 ３７０万円

市役所庁舎新館建設事業 ４億６,２００万円

明智振興事務所庁舎整備事業 １億７,４００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

えなブランド育成事業・地域ブランド推進事業 １００万円

商店街活性化事業・まちなか市の開催 ４００万円

企業誘致対策事業 １億０,９００万円

恵那栗栽培の振興 ９,４００万円

県営中山間地域総合整備事業 １,６００万円

一般造林間伐事業 １,５００万円

農産物鳥獣被害対策事業・有害鳥獣捕獲対策事業 １,４００万円

県単林道整備事業 ５,５００万円

恵那峡の再整備事業 １,３００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

リニアを活用したまちづくり事業 ２,５００万円

地籍調査事業 １億１,１００万円

幹線道路整備事業 ３億６,８００万円

生活道路整備事業 ２億６,０００万円

橋りょう維持修繕事業 ２億円

交通安全施設等整備事業 １,４００万円

市民協働作業原材料支給事業 ３,５００万円

地方生活バス路線確保事業 １億０,７００万円

ケーブルテレビネットワーク施設整備事業 １億９,９００万円
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